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フリーキャッシュフロー 株価（右軸）
理論値（右軸）

三菱ケミカルホールディングス
三菱ケミカルホールディングスは、グループ会社の経営を行っている。機能製品、化学品、
工業用ガス、ヘルスケアの各セグメントで運営されている。機能製品セグメントは、エレクト
ロニクス、ディスプレイ、フィルム、環境と生活のソリューション、成形材料、ポリマー、化学
薬品、新エネルギーを国内外の顧客に販売している。化学品セグメントは、メタクリル酸メ
チル、石油化学製品、および炭素を販売している。工業用ガスセグメントは、鉄鋼、化学、
および電子産業向けのガスを提供している。ヘルスケアセグメントは、医薬品、診断試薬、
および臨床検査製品を製造および販売している。同社は2005年10月3日に設立され、本社
は日本の東京にある。

日付 時間 ニュース
2020/05/19 - 新型コロナの開発中ワクチン、有効性を確認 田辺三菱製薬、８月ま

でに臨床試験へ | 医療 | 全国のニュース | 福井新聞ONLINE
2020/05/19 - プレスリリース・タイトルリスト 2020/05/19｜薬事日報ウェブサイト
2020/05/18 - ファクス・書類郵送見直しを 企業の商慣行転換提起―規制改革会

議

2020/05/18 - ＳＢＲは２０００ｔ減少 19年の合成ゴム生産能力
2020/05/17 - 三菱ケミカル会長に聞く「生ぬるい日本経営には若者とアクティビス

トが必要だ」
2020/05/15 - 新型コロナ:化学大手の21年3月期、車向け部材苦戦 下期回復に期

待
2020/05/15 - 三菱エンジニアリングプラスチックス 人事（6月1日）

N評:

M&A

※2020年の数字は既発表の四半期業績を単純に12か月換算したもの。

※理論値は過去の一株当たり利益と株価の関係を今期の予想一株当たり利益に適用して算出。

NN

フリーキャッシュフローは売上高の6.8%と低く、ネット有利子負債はフリーキャッシュ
フローの7.2倍と中程度であるため下から二番目の評価。株価は下落しており27ドル。
予想一株当たり利益をもとに計算した理論値は28ドル。


